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Network を構成するという Underwater Sensor 
Network の 研 究 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。

















で 50W（ただし 1μPaを基準とした際に source level
で 185dB を実現するための消費電力）、受信状態で




𝑃𝑇(𝑑) = 2𝜋𝐻 × 10
𝑆𝐿
10 × 0.67 × 10−18   (1) 
深い海(水深が 100m以上)： 
𝑃𝑇(𝑑) = 4𝜋 × 10
𝑆𝐿







































図 1 2つのシナリオ 
[シナリオ 1] 







𝐶1 = (𝑃  𝐿 +𝐻)    𝑉 +
(𝑃𝑇 + 𝑃   2𝑃  𝐿 ) 𝑇    𝑇      (4) 
なお、𝑃  𝐿 、 𝑃𝑇 、 𝑃  は各状態の消費電力を、H 
はホテルロードをあらわす。 T はデータ送信をした




いる。 𝑅    はアプリケーションからのデータレー
ト。   𝑉 は AUVの数、     はホップの数である。
 𝑇 は一つのパケットを送信するのにかかる時間。ま
た、   𝑇 は送信されたパケットの個数である。 
[シナリオ 2] 
シナリオ 2 では、単純に AUV を移動させてデータ
を運ぶシナリオを想定している。その際の消費エネ
ルギーの合計は以下のようになる。 
𝐶2 = (𝑃𝑀𝑉 + 𝑃  𝐿 +𝐻) 𝑀𝑉                     (5) 
なお、𝑃𝑀𝑉 は移動の際の消費エネルギー、  𝑀𝑉は移
動時間である。 
3. シミュレーション 
 次に、シナリオ 1 と 2 について、ネットワークシ
ミュレータ NS-3[5]を用いてシミュレーション実験
を行った。実験で用いたパラメータは以下の通り。 
 P  = 0.158[𝑊],  P  𝐿 = 0.158[𝑊],  𝑅𝑇 =
5000[𝑏𝑝𝑠],  𝑅   = 300[𝑏𝑖 ]  
パケットサイズは 192 [bit]、ヘッダサイズは 39 
[bit]。AUVの深さは 70 [m]。 
AUVの速さは 1～4[m/s]とし、データ量の合計𝐷𝑆 𝑀




























図 3 距離と消費エネルギーの関係 
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